　西尾市立小学校水泳指導支援委託事業（プランＢ） 仕様書

　本仕様書は、発注者である西尾市（以下「甲」という。）と受託者（以下「乙」という。）が契約する「西尾市立小学校水泳指導支援委託事業（プランＢ）」について必要な事項を定めるものとする。

１　事業名
西尾市立小学校水泳指導支援委託事業（プランＢ）（以下「本事業」という。）
　※公設の温水プールにおいて民間事業者が実施する水泳指導支援事業を「プランＢ」と称する。

２　事業の目的
[bookmark: _Hlk99473132]　　本事業は、西尾市教育委員会が令和５年３月に策定した「小学校プール管理運営基本方針」に基づき、西尾市立小学校の水泳指導支援を目的として乙に委託するものである。
なお、本事業により、実施対象学校の児童が「小学校学習指導要領（平成２９年告示）」が求める水遊びや水泳運動などを通じて、水に親しむ楽しさや喜びを味わい、発達段階に応じた水泳技能を身につけていくことに加え、「水辺に囲まれている」という本市の地理的環境を鑑み、水難事故に対する防衛知識と能力を育むことができる水泳指導支援が、安全・安心な環境の中で円滑に行われることが前提である。

３　実施対象学校（令和８年度時点）
西尾市立花ノ木小学校　西尾市高畠町６丁目１
[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2]西尾市立八ツ面小学校　西尾市八ツ面町市場71
[bookmark: OLE_LINK7][bookmark: OLE_LINK32]西尾市立横須賀小学校　西尾市吉良町上横須賀菱池１３－１
西尾市立吉田小学校　西尾市吉良町吉田大切間１８
西尾市立白浜小学校　西尾市吉良町白浜新田北切１
[bookmark: OLE_LINK3][bookmark: OLE_LINK4]西尾市立幡豆小学校　西尾市西幡豆町北岡割１
西尾市立東幡豆小学校　西尾市東幡豆町中尾１０−２

４　事業実施施設
　西尾市ふれあい広場（愛称：ホワイトウェイブ21）
　西尾市吉良町岡山大岩山７０
（1） 施設基準
[bookmark: _Hlk99473497]　　乙は、「愛知県プール条例」、文部科学省が定める「水泳プールに係る学校環境衛生基準」、プールの構造設備の基準や維持管理の基準などを定める各種法令等を遵守し、本事業の遂行に支障が出ない衛生的な環境と水質の維持に努めるとともに、学年や泳力の状況によって水泳指導に適した安全環境を確保すること。なお、各種法令等の間で齟齬が生じた場合は、甲の指示により対応する。
[bookmark: _Hlk99473593]　  また、施設内の室温及び水温については、業務期間を通じて適切な設定（２８～３１℃程度）ができるように調節が可能であること。
（2） 設備・備品等
　　乙は、本事業を安全かつ円滑に行うため、本事業で利用する施設・設備・備品・用具等に対する準備及び点検を怠らないこと。
（３）保健施設
　　乙は、体調不良による見学児童や怪我等の児童を休ませる場所と移送手段を確保すること。また、ＡＥＤが緊急時にすぐに使える場所（プールサイド等）に設置されていること。
（４）その他
[bookmark: OLE_LINK33][bookmark: OLE_LINK34]　　乙は、実施対象学校の水泳指導支援中、不特定多数の一般利用者の共用を禁止すること。

５　水泳指導支援計画等
（１）指導支援計画日程
　　　別紙１（例）のとおり
　　　※指導支援日の設定にあたっては、西尾市教育委員会と十分に協議すること。また、途中で日程を変更せざる得ない事由が発生した場合は、乙と実施対象学校が了承したうえで、日程を変更することできる。
（２）指導支援時間等
　　①児童１人あたりの年間指導支援時間：８時間程度
　　②１学級あたりの年間指導支援回数：４回
　　③１回あたりの指導支援時間：９０分（２時限分）程度
タイムスケジュールは別紙２（例）のとおり
※指導支援時間には児童の移動時間及び更衣時間を含む。
（３）指導支援の中止
　　次のいずれかに該当する場合は、甲乙協議の上、指導支援を中止すること
ができる。その場合、指導支援の代替日を定めるよう乙は速やかに実施対象学
校と協議すること。
1 台風等の荒天や自然災害が発生した場合（暴風警報による休校を含む）
2 [bookmark: OLE_LINK35][bookmark: OLE_LINK36]感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）第６条各項に位置づけられる感染症の感染レベルが急速にまん延するおそれがある場合
3 事業実施施設に関する安全及び衛生管理上の問題が発生した場合あるいは施設等の改修等を行う必要性が生じた場合
④ その他事業の中止を決定せざるを得ない場合
[bookmark: _Hlk99473726]（４）甲の都合により指導支援を中止した場合の委託金額の取扱い
　　中止を決めた日に応じて、1回当たりの委託金額（水泳指導支援経費（諸経費、一般管理費及び消費税を含む））を次のとおり取扱うものとする。　　
	中止を決めた日
	１回当たりの委託金額の取扱い

	1  支援日の６０日より前
	１００％相当額を減額

	2  支援日の６０日前から６日前まで
	５０％相当額を減額

	3  支援日の５日前から当日まで
	減額しない


　　   ※ 支援日の実施が困難となった場合は、まず、計画日程の予備日又は、最終日以降から業務期間満了までの間で代替日（延期する日）を定め、代替日も実施困難となった場合に中止とする。
　　　 ※ 上表の日数は、事業実施施設の休館日及び甲の休業日（閉庁日）も含む。
　　　  ※ 本事業を一部中止したことによる変更後の委託金額の総額が、業務期間満了時点で前払い金額を下回っている場合は、乙は甲へ、その差額を返還するものとする。
（５）その他
乙は、上記（３）以外の理由により、本事業の実施が困難である事情が認められたときは、その事情発生の帰責の如何に関わらず、速やかに甲及び実施対象学校にその旨を書面により申し出ること。

６　水泳指導支援内容等
（１）指導支援内容
[bookmark: OLE_LINK37][bookmark: OLE_LINK38]　　「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編」を基本とし、次項の各学年の目標を達成するため、乙は甲及び実施対象学校等と協議し、西尾市教育委員会が設置する「官民連携による小学校水泳指導調整会議（以下「調整会議」という。）において検討された指導計画に基づいて本事業を行うこと。
（2） 各学年の目標（令和８年度例）
	学　年
	目　　標　
	内　　容

	１年生
	潜る10秒、けのび
	バブリング、顔つけ、もぐる、背浮き、けのび

	２年生
	面かぶりバタ足（6ｍ）
面かぶりクロール
2ストローク以上（キャッチアップ）
	バタ足、背面キック、クロール
手の動作導入

	３年生
	面かぶりクロール8ｍ
クロール10ｍ
	バタ足、クロール手の動作、
横向き呼吸の導入

	４年生
	クロール15ｍ
平泳ぎキック7ｍ
	クロール息つぎ動作復習、
平泳ぎキック動作の習得

	５年生
	クロール25ｍ
平泳ぎ15ｍ
	大きなストローク作り、
平泳ぎコンビネーションの習得

	６年生
	クロール25ｍ
平泳ぎ25ｍ
	長い距離に対応できる泳ぎを作る。伸びのある平泳ぎの習得

	特別支援学級
	児童別の目標を設定
	グループ分けをして対応


　※ 目標及び内容は実施対象学校との協議により変更できる。
　※ 水難事故防止につながる経験として発達段階に応じた着衣水泳及びそれに準じた安全水泳授業の実施を検討すること。
（３） 水泳指導支援に際して実施対象学校が行うこと
　　① 各学級で泳力別にグループ分けをしておくこと（１年生及び特別支援学級は除くことができる）
　　② 次の理由による入水禁止児童を乙に報告すること
　　　・保護者から見学の申し出があった児童
・朝の健康観察で異常を認めた児童
・伝染病疾患のある児童（伝染病結膜炎、皮膚病など）
・持病のある児童で主治医の許可を得ていない児童
・治療勧告カードで医師からのプール許可が出ていない児童
3 次のような疾患を抱える児童が入水する場合は水泳指導支援中の配慮を授業開始前までに乙に依頼すること。
・心臓病、結核性疾患、腎臓病、中耳炎、てんかん（※）、脚気、高度の貧血症、高（低）血圧、伝染症眼病、その他医師から激しい運動が禁じられている児童など
※ てんかんの児童は、保護者の監視の下で入水できるため、乙に事前に依頼しておく
4 児童に対して次のルールを周知徹底すること
　・手足の爪を切る。
　・見学者は保護者に連絡帳に見学理由を書いてもらい、担任が確認する。
　・持ち物に記名する。（低学年は下着類にも記名）
・プールサイドを走らない。
・コースロープに乗ったり、引っ張ったりしない。
・トイレに行きたいときは、先生に申し出てから行き、シャワーをしっかりと浴びる。
・つば、たん、鼻汁は、排水溝に流す。
・けいれん、その他異常を感じたら、大声で知らせる。
・逆飛び込み及びプールサイドからの飛び込みは行わない。
・ヘアピン、絆創膏などの不要なものは、プールに持ち込ませない。
5 水泳指導支援中、プールサイドから入水中の児童の監視、評価を行うとともに、見学児童についても監視すること。ただし、特別支援学級など必要に応じて教員は入水するものとする。
（４）	水泳指導支援に際して乙が行うこと
　　① 授業開始前には、当日の指導支援内容、実施対象学校からの報告・依頼事項、前回からの引継事項、乙の安全管理マニュアル等を確認すること。
2 実施対象学校とともに安全に指導を受けられるか当日の児童の状態を確認する。なお、問題があると判断した場合は、速やかに実施対象学校に報告し指示を受けること。
3 水泳指導支援を安全に行うために、必要な準備運動を行うこと。
4 水泳指導支援は、児童等の安全面に配慮し、実施対象学校と連携して効果的な指導の支援を行うこと。
5 水泳指導支援中に児童等に対して直接、営業宣伝活動を行わないこと。
（５）報告
① 乙は、児童の状態の確認及び指導支援内容の振り返りを行い、実施中の
様子、反省点、次回の授業にあたっての必要事項の確認について水泳指
導支援記録簿に記録して、実施対象学校に提出すること。
② 乙は、水泳指導支援記録簿を本事業の年間事業活動報告書としてとりまとめ、次年度の業務改善計画書とあわせて契約期間満了日までに甲に提出すること。
（６）実施対象学校との打合せ
　　乙は、実施対象学校との打合せを随時開催し、本事業が円滑に行われるために必要な意見交換を実施すること。

７　本事業の実施体制
（１）水泳指導支援者の選任
[bookmark: OLE_LINK39][bookmark: OLE_LINK40]① 乙は、科学的根拠に基づく合理的指導ができる力量を有する者であることはもとより、本事業が学校教育活動であることに留意し、風紀・規律を乱さない者、かつ、本事業の目的を理解し、責任感を有し健康な者を水泳指導支援者として選任すること。
2 水泳指導支援者は、地域・民間クラブ・その他の団体等において６ヶ月以    上の指導経験を有する者であること
3 乙は、１回の水泳指導支援に対して水泳指導支援者（補助者含む）を２人以上、配置する。
④ 水泳指導支援者は、乙と雇用契約を結んでいる者のみとする。
（２）本事業の責任者等の選任と職務
乙は、本事業を円滑に遂行するため、責任者及び副責任者（以下「責任者等」という。）を選任し、次の職務を行わせること。なお、乙は、責任者等については、乙において常勤の者又はそれに準ずる者を充てること。
1 本事業全体の管理及び監督（水泳指導支援中は責任者等のいずれか一人を配置すること）
2 本事業において必要な各種書類の提出
3 水泳指導支援者の選任
4 水泳指導支援者に対する指揮、監督、指導及び研修
5 緊急時における対応
6 甲、実施対象学校及び調整会議との連絡調整
（３）調整会議（官民連携による小学校水泳指導調整会議）
　　本事業による小学校における水泳指導水準の向上を図るとともに、実施対象学校の拡大に伴う水泳指導水準の不均一化を防止するため、西尾市教育委員会は関係者によって構成される調整会議を設置し、調整会議に関する必要な事項は別に定めるものとする。
　　なお、乙は、調整会議により協議し提案した意見等のうち、西尾市教育委員会が承認した意見等について、誠意をもって対処すること。
（４）移動手段
乙は、該当児童を実施対象学校と事業実施施設の間で移送できる安全な移動手段を確保することを原則とするが、甲乙協議のうえ、甲が当該移動手段を確保する場合がある。
　　なお、児童を移送中については必ず実施対象学校の教員が随行し、児童の監視及び点呼を行うこと。
（５）緊急時連絡体制
　　別紙３（令和８年度例）のとおり
（６）その他
① 乙は、契約後５日以内に、選任した責任者等及び水泳指導支援者の名簿
を甲及び実施対象学校に提出すること。ただし、責任者等及び水泳指導
[bookmark: OLE_LINK41][bookmark: OLE_LINK42]支援者を変更せざる得ない事由が発生した場合は、乙は甲と協議の上、
変更することができる。なお、甲及び実施対象学校は、提出された責任
者等及び水泳指導支援者の名簿を他の目的に使用してはならない。
② 乙は、本事業の目的と本事業が学校教育活動の一環であることを十分に
　　理解し、常に児童の健全育成の視点に立って、業務を遂行すること。
③ 甲、実施対象学校及び乙は、関係法令等の規定を遵守すること。
4 甲及び乙は、児童・保護者及び実施対象学校の信用・信頼を失墜する行為をしてはならない。

８　本事業の責任所在（リスク分担）
本事業の遂行にあたっては、甲、実施対象学校及び乙は連携、協力して児童の安全を第一に心がけ、事故防止に努める。
ただし、事故が起こった場合は、甲、実施対象学校及び乙は、緊急時連絡体制に基づき、一致協力して事態の収拾を図ること。
なお、本事業に関する責任所在（リスク分担）の大要は別紙４のとおり。

９　個人情報等の取扱い
乙は、本事業の履行により直接又は間接に知り得た個人情報の取扱いについては、別紙５「個人情報の取扱いに関する特記仕様書」を守らなければならない。
なお、甲は、本事業の履行により知り得た乙に関する特定情報については、乙の承諾なしで第三者に提供してはならない。
個人情報等の取扱いについては契約期間満了後又は契約解除後も同様とする。

10　その他
本仕様書に記載のない事項及び疑義が生じた場合は，甲及び乙の協議により定
めるものとする。

別紙１
	令和8年度　●●小学校水泳学習計画

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	No
	月
	日
	曜日
	1コマ目
	2コマ目
	3コマ目
	4コマ目

	
	
	
	
	8:30～10:20
	9:00～10:50
	9:50～11:40
	10:20～12:10

	1
	●
	●
	火
	5-1
	2-1
	1-1
	4-2

	2
	●
	●
	火
	5-2
	2-2
	1-2
	4-1

	3
	●
	●
	火
	3-1
	2-3
	特支
	4-3

	4
	●
	●
	火
	3-2
	6-1
	1-1
	6-2

	5
	●
	●
	火
	5-1
	2-1
	1-2
	4-2

	6
	●
	●
	火
	5-2
	2-2
	特支
	4-1

	7
	●
	●
	火
	3-1
	2-3
	6-1
	4-3

	8
	●
	●
	火
	3-2
	2-1
	6-2
	4-2

	9
	●
	●
	火
	5-1
	2-2
	1-1
	4-1

	10
	●
	●
	火
	5-2
	2-3
	1-2
	4-3

	11
	●
	●
	火
	3-1
	6-1
	特支
	6-2

	12
	●
	●
	火
	3-2
	2-1
	1-1
	4-2

	13
	●
	●
	火
	5-1
	2-2
	1-2
	4-1

	14
	●
	●
	火
	5-2
	2-3
	特支
	4-3

	15
	●
	●
	火
	3-1
	6-1
	3-2
	6-2

	※予備日：●月●日（火）
	　
	　
	　






別紙２
[image: ]


別紙３
緊急時連絡体制
関係機関


●報道機関など
●西尾警察署 ☎57-0110
●西尾市教育委員会 ☎65-2177
  学校教育課　

西尾市消防本部
【緊急連絡】
救急車　119
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別紙４
本事業のリスク分担表
	リスク分類
	リスク内容
	負担者

	
	
	市
	事業者

	制度関係リスク
	市の政策や政治に起因する変更・中断・中止
	●
	

	
	消費税及び地方消費税の範囲変更や税率の変更
	●
	

	
	本事業に関連する法令等の変更
	●
	

	債務不履行リスク
	市の債務不履行による遅延・中断・中止
	●
	

	
	事業者の債務不履行による遅延・中断・中止
	
	●

	事故リスク
	事業者の重過失や故意のために起きた事故
	
	●

	
	事業者による児童の移動中に車両事故が発生した場合
	
	●

	
	児童の移動中に事業者の帰責がない車両事故が発生した場合
	●
	

	犯罪被害リスク
	事業実施施設内での盗撮や痴漢行為などによる犯罪被害。事業者の警備及び管理不備による盗難が発生した場合
	
	●

	災害リスク
	水泳指導支援中あるいは児童の移動中の災害（地震等）による被害（予見不可能な災害は除く）
	
	●

	施設リスク
	水泳指導支援中に事業実施施設・設備などの維持管理瑕疵による事故が発生した場合
	
	●

	計画変更リスク
	市の都合によって水泳指導支援日時を変更又は中止した場合
	●
	

	
	事業者の都合によって水泳指導支援日時を変更した場合
	
	●

	情報流出リスク
	市の責めによる個人情報等の流出
	●
	

	
	事業者の責めによる個人情報等の流出
	
	●

	信用リスク
	事業者の経営破綻等による遅延・中断・中止
	
	●







別紙５
個人情報の取扱いに関する特記仕様書
（個人情報の保護に関する条例等の遵守）
第１条　受託者（以下「乙」という。）は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）並びに西尾市（以下「甲」という。)の定める西尾市個人情報の保護に関する法律施行条例（令和４年西尾市条例第３３号）及び西尾市情報セキュリティポリシーに基づき、本個人情報の取扱いに関する特記仕様書（以下「特記仕様書」という。）を遵守しなければならない。この契約による個人情報の取扱いにおいて個人の権利利益を侵害することのないよう努めなければならない。
（責任体制の整備）
第２条　乙は、個人情報の安全管理について、内部における責任体制を構築し、その体制を維持しなければならない。
（作業責任者等の届出）
第３条　乙は、個人情報の取扱いに係る作業責任者及び作業従事者を定め、書面により甲に報告しなければならない。
２　乙は、個人情報の取扱いに係る作業責任者及び作業従事者を変更する場合の手続を定めなければならない。
３　乙は、作業責任者を変更する場合は、事前に書面により甲に申請し、その承認を得なければならない。
４　乙は、作業従事者を変更する場合は、事前に書面により甲に報告しなければならない。
５　作業責任者は、特記仕様書に定める事項を適切に実施するよう作業従事者を監督しなければならない。
６　作業従事者は、作業責任者の指示に従い、特記仕様書に定める事項を遵守しなければならない。
（作業場所の特定）
第４条　乙は、個人情報を取り扱う場所（以下「作業場所」という。）を定め、業務の着手前に書面により甲に報告しなければならない。
２　乙は、作業場所を変更する場合は、事前に書面により甲に申請し、その承認を得なければならない。
３　乙は、甲の事務所内に作業場所を設置する場合は、作業責任者及び作業従事者に対して、乙が発行する身分証明書を常時携帯させ、事業者名が分かるようにしなければならない。
（教育の実施）
第５条　乙は、個人情報の保護、情報セキュリティに対する意識の向上、特記仕様書における作業従事者が遵守すべき事項その他本委託業務の適切な履行に必要な教育及び研修を、作業従事者全員に対して実施しなければならない。
２　乙は、前項の教育及び研修を実施するに当たり、実施計画を策定し、実施体制を確立しなければならない。
（守秘義務）
第６条　乙は、本委託業務の履行により直接又は間接に知り得た個人情報を第三者に漏らしてはならない。業務期間満了後又は契約解除後も同様とする。
２　乙は、本委託業務に関わる作業責任者及び作業従事者に対して、秘密保持に関する誓約書を提出させなければならない。
（再委託）
第７条　乙は、本委託業務を第三者へ委託（以下「再委託」という。）してはならない。
２　乙は、本委託業務の一部をやむを得ず再委託する必要がある場合は、再委託先の名称、再委託する理由、再委託して処理する内容、再委託先において取り扱う情報、再委託先における安全性及び信頼性を確保する対策並びに再委託先に対する管理及び監督の方法を明確にした上で、業務の着手前に、書面により再委託する旨を甲に申請し、その承認を得なければならない。ただし、過去数年において同業務を再委託しており、再委託先が誠実に履行している場合は口頭による申請も可能とする。
３　前項の場合、乙は、再委託先に本契約に基づく一切の義務を遵守させるとともに、甲に対して、再委託先の全ての行為及びその結果について責任を負うものとする。
４　乙は、再委託先との契約において、再委託先に対する管理及び監督の手続及び方法について具体的に規定しなければならない。
５　乙は、再委託先に対して本委託業務を委託した場合は、その履行状況を管理・監督するとともに、甲の求めに応じて、管理・監督の状況を甲に対して適宜報告しなければならない。
６　前各項の規定は、再委託先が乙の子会社（会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第３号に規定する子会社をいう。）である場合も適用するものとする。
（派遣労働者等の利用時の措置）
第８条　乙は、本委託業務を派遣労働者、契約社員その他の正社員以外の労働者に行わせる場合は、正社員以外の労働者に本契約に基づく一切の義務を遵守させなければならない。
２　乙は、甲に対して、正社員以外の労働者の全ての行為及びその結果について責任を負うものとする。
（個人情報の管理）
第９条　乙は、本委託業務において利用する個人情報を保持している間は、次の各号の定めるところにより、個人情報の管理を行わなければならない。
　⑴　施錠が可能な保管庫又は施錠若しくは入退室管理の可能な保管室で厳重に個人情報を保管すること。
　⑵　甲が指定した場所へ持ち出す場合を除き、個人情報を定められた場所から持ち出さないこと。
　⑶　個人情報を電子データで持ち出す場合は、電子データの暗号化処理又はこれと同等以上の保護措置を施すこと。
　⑷　事前に甲の承認を受けて、業務を行う場所で、かつ業務に必要最小限の範囲で行う場合を除き、個人情報を複製又は複写しないこと。
　⑸　個人情報を移送する場合、移送時の体制を明確にすること。
　⑹　個人情報を電子データで保管する場合、当該データが記録された媒体及びそのバックアップの保管状況並びに記録されたデータの正確性について、定期的に点検すること。
　⑺　個人情報を管理するための台帳を整備し、個人情報の利用者、保管場所その他の個人情報の取扱いの状況を当該台帳に記録すること。
　⑻　個人情報の紛失、漏洩、改ざん、破損その他の事故（以下「個人情報の漏洩等の事故」という。）を防ぎ、真正性、見読性及び保存性の維持に責任を負うこと。
　⑼　作業場所に、私用パソコン、私用外部記録媒体その他の私用物を持ち込んで、個人情報を扱う作業を行わせないこと。
　⑽　個人情報を利用する作業を行うパソコンに、個人情報の漏洩につながると考えられる業務に関係のないアプリケーションをインストールしないこと。
（提供された個人情報の目的外利用及び第三者への提供の禁止等）
第10条　乙は、本委託業務において利用する個人情報について、本委託業務以外の目的で利用してはならない。また、甲に無断で第三者へ提供してはならない。また、本委託業務による事務を処理するため個人情報を収集するときは、受託事務の範囲内で行うものとする。
（受渡し）
第11条　乙は、甲乙間の個人情報の受渡しに関しては、甲が指定した手段、日時及び場所で行った上で、甲に個人情報の預り証を提出しなければならない。
（個人情報の返還又は廃棄）
第12条　乙は、本委託業務の終了時に、本委託業務において利用する個人情報について、甲の指定した方法により、返還又は廃棄を実施しなければならない。
２　乙は、本委託業務において利用する個人情報を消去又は廃棄する場合は、事前に消去又は廃棄すべき個人情報の項目、媒体名、数量、消去又は廃棄の方法及び処理予定日を書面により甲に申請し、その承諾を得なければならない。
３　乙は、個人情報の消去又は廃棄に際し甲から立会いを求められた場合は、これに応じなければならない。
４　乙は、本委託業務において利用する個人情報を廃棄する場合は、当該情報が記録された電磁的記録媒体の物理的な破壊その他当該個人情報を判読不可能とするのに必要な措置を講じなければならない。
５　乙は、個人情報の消去又は廃棄を行った後、消去又は廃棄を行った日時、担当者名及び消去又は廃棄の内容を記録し、書面により甲に対して報告しなければならない。
（定期報告及び緊急時報告）
第13条　乙は、甲から、個人情報の取扱いの状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。
２　乙は、個人情報の取扱いの状況に関する定期報告及び緊急時報告の手順を定めなければならない。
（監査及び検査）
第14条　甲は、本委託業務に係る個人情報の取扱いについて、本契約の規定に基づき必要な措置が講じられているかどうか検証及び確認するため、乙に対して、少なくとも年１回以上、実地により監査又は検査を行うものとする。
２　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又は本委託業務の処理に関して必要な指示をすることができる。
３　第１項に規定する実地検査について、次の各号のいずれかに該当すると甲が判断した場合は、個人情報取扱状況に関する報告書による書面検査にて実地による監査又は検査に代えることができる。
⑴　契約期間が短い又は至急の案件であって、乙が実地検査の対応を行うことが困難なとき。
⑵　契約期間が１年を超える案件であって、契約初年度に実施した実地検査の結果、適正に管理されており、改善を要する事項がないとき。
⑶　乙が、過去２年の間に本市、国又は他の地方公共団体と個人情報を取り扱う契約を複数回にわたって受託し、個人情報の取扱状況について、これらを全て誠実に履行していると認められるとき。
⑷　その他実地検査の妥当性に欠けるとき。
４　乙が個人情報の管理状況について、自主的に検査を実施し、当該検査に係る検査報告書等の写しを甲に提出し、その検査項目が甲の書面検査と同等以上であると判断したときは、前項に規定する書面検査に代えることができる。
（事故時の対応）
第15条　乙は、本委託業務に関し個人情報の漏洩等の事故が発生した場合は、その事故の発生に係る帰責の有無に関わらず、直ちに甲に対して、当該事故に関わる個人情報の内容、件数、事故の発生場所、発生状況を書面により報告し、甲の指示に従わなければならない。
２　乙は、個人情報の漏洩等の事故が発生した場合に備え、甲その他の関係者との連絡、証拠保全、被害拡大の防止、復旧、再発防止の措置を迅速かつ適切に実施するために、緊急時対応計画を定めなければならない。
３　甲は、本委託業務に関し個人情報の漏洩等の事故が発生した場合は、必要に応じて当該事故に関する情報を公表することができる。
（契約解除）
第16条　甲は、乙が本特記事項に定める義務を履行しない場合は、本特記事項に関連する委託業務の全部又は一部を解除することができる。
２　乙は、前項の規定による契約の解除により損害を受けた場合においても、甲に対して、その損害の賠償を請求することはできないものとする。
（損害賠償）
第17条　乙の故意又は過失を問わず、乙が本特記事項の内容に違反し、又は怠ったことにより、甲に対する損害を発生させた場合は、乙は、甲に対して、その損害を賠償しなければならない。
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水泳指導支援行程表　プランB　【●●小】
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